
 

 



 

 

 

 2 

巻頭言 

 化学職の仕事を紹介するパンフレットを手に取っていただきありがと

うございます。 

 化学職は、白衣を着て、分析、研究しているイメージをお持ちの方も

多いと思いますが、実際には、法律に基づく行政事務を行っています。 

 私ども福岡県環境保全技術者の会はメンバーの多くが化学職ですが、

どのような仕事をするのかを入庁後に知った職員もいます。そこで、就

職先として、福岡県の行政職員としての化学職をお考えのみなさまに、

仕事の内容を知っていただきたいと、パンフレットを作成しました。 

 是非、ページをめくり、内容をご覧ください。 

 

 福岡県では、１９６０年代に深刻化していた公害問題に科学的根拠に

基づく対応をするために、化学職が採用され始めました。 

 その後も、廃棄物の不適正処理問題や自然環境の保全など、主に環境

分野における問題の解決に取り組んできたところです。 

 最近では、プラスチックごみや食品ロスの削減、地球温暖化対策や生

体系の維持など新たな問題が生じており、化学職が取り組むべき課題は

尽きません。 

 新しい課題に立ち向かうためには、県民全体への奉仕者である県職員

の立場を踏まえつつ、主体的に考え積極的に取組むことが必要であり、

困難を乗り越えて課題が解決した際には、達成感や自身の成長を感じら

れる仕事です。 

 次の世代に、福岡県の豊かな環境を受け継げるよう、前例のない課題

に一緒に挑戦しませんか。チャレンジ精神のある皆さんと一緒に仕事が

できることを心より楽しみにしています。 

 まずは、福岡県職員採用試験を受けてみませんか。 

 

 

福岡県環境保全技術者の会 会長 小村 知子 

「福岡県環境保全技術者の会」は、環境保全業務に従事す

る化学職等の福岡県職員で構成されており、会員の資質向

上等のため、研修会や交流会、資格取得に対する助成等の

活動を行っています。 

 設立  昭和５５年３月 

  会員数 ９２名（令和４年１月１日現在） 

   （化学職以外の職員も加入） 
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１．化学職の配属先と仕事内容 

 福岡県職員の新規採用者は本庁（県庁舎）、出先機関（各地域の事務所）のいず

れにも配属される可能性があります。 

 化学職は主として本庁の環境部、または、出先機関である保健福祉環境事務所の

環境部門に配属され、福岡県の環境行政を担っています。 

 なお、環境部以外の配属先としては、商工部の水素エネルギー関係部署、県土整

備部の水道関係部署、また、リサイクル総合研究事業化センターや下水道管理セン

ターへの派遣などがあります。 

 福岡県では、SDGｓの考え方を取り入れた環境行政の基本計画である環境総合ビ

ジョンに基づき、各分野での取り組みを進めており、こちらでは、環境部関係の所

属の仕事内容を御紹介します。 
 ※福岡県の環境の取組は、福岡県環境白書や福岡県環境総合ビジョンでも紹介されています。 

 

 【本庁環境部･６課】 

●○環境政策課○● 

 環境政策課では、環境政策に関する県庁の司令塔として、環境行政の全体的な企画・調

整や環境白書の作成、環境部全体の人事、予算編成を行っています。 

 

 また、個別の事業として、国際環境協力や県民向けの環境教育・環境イベントなどにも

取り組んでいます。国際環境協力の分野では、公害を克服する過程で福岡県が培ってきた

環境技術やノウハウを活かし、海外の自治体（ベトナム、中国、タイ、インド等）と協力

しながら、越境大気汚染の問題や現地の廃棄物問題の解決に取り組んでいます。  

●○環境保全課○● 

 環境保全課では、県民の日常生活を取り巻く大気や水、土壌などの環境を保全し、安全

で快適に生活できるようにするための業務に取り組んでいます。 

 

 その内容は、県内の大気（PM2.5やオキシダントなど）の常時監視や、河川･海域におけ

る水質監視、工場への立入検査･指導、土壌汚染対策、PRTR法に基づく化学物質の管理、環

境中の放射線のモニタリングなど多岐にわたっています。また、家庭･事業所の省エネル

ギー対策や気候変動への適応など、地域における地球温暖化対策の推進にも取り組んでい

ます。 
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●○循環型社会推進課○● 

 循環型社会推進課では、廃棄物の発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用（Recycle）

の3Rの推進に取り組んでいます。 

 

 具体的には、関係リサイクル法に関する事務、リサイクル技術･システムの開発と普及の促進、

リサイクル製品認定制度や県産リサイクル製品認定制度の運用を行うほか、食べ残しを減らす取り

組みを行っている飲食店等「食べもの余らせん隊」の登録･PR支援、フードバンクの普及を促進す

る事業など、食品ロス削減に向けた取り組みも行っています。 

●○廃棄物対策課○● 

 廃棄物対策課では、廃棄物の適正処理の推進のため、廃棄物行政の総合的な企画･調整等を行っ

ています。 

 

 具体的には、県廃棄物処理計画の策定と進行管理、浄化槽の整備促進、PCB廃棄物の適正処理推

進、漂着ごみ対策のほか、一般廃棄物の処理施設、産業廃棄物の処理業及び処理施設、使用済自動

車等の解体業及び破砕業の許可審査等を行っています。 

●○監視指導課○● 

 監視指導課では、事業活動から発生する産業廃棄物の不法投棄や不適正処理を防止･是正するこ

とにより、適正処理の推進に取り組んでいます。 

 

 具体的には、産業廃棄物の排出業者や処理業者に対する講習会、立入検査･指導、パトロール車

や県警ヘリによるパトロール等を行い、不法投棄や不適正処理に対しては、現地調査を行い、改善

指導や改善命令等の行政処分等を実施しています。 

●○自然環境課○● 

 自然環境課では、福岡県の豊かな自然環境を守り、次世代につないで行くため希少種保護や外来

種対策をはじめとする生物多様性の保全などに取り組んでいます。 

 

 具体的には、県内の希少野生生物をまとめたレッドデータブックの発行や外来種リストの作成、

鳥獣保護区の指定や傷病鳥獣の保護による鳥獣保護対策、環境アセスメントの審査、自然公園内に

おけるキャンプ場などの利用施設や自然歩道の整備、温泉の掘削･利用等許可に関する審査などを

行っています。 
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 【出先機関・県内６か所】 

   筑紫保健福祉環境事務所 

   宗像・遠賀保健福祉環境事務所 

   嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 

   北筑後保健福祉環境事務所 

   南筑後保健福祉環境事務所 

   京築保健福祉環境事務所 

    ※各事務所の所在地は７をチェック 

●○地域環境課/環境課地域環境係○● 

 地域環境課/環境課地域環境係では、地球温暖化対策、自然環境の保全や浄化槽等に関する

業務を行っています。 

 

 具体的には、温泉、自然公園、浄化槽に関する申請･届出の審査･指導や傷ついた野生鳥獣

の保護等を行っています。 

 

 また、地球温暖化、3Rの推進や生物多様性の保全といった、地域や暮らしの中における取

り組みが重要となる環境問題の解決に向け、各保健福祉環境事務所を拠点とした、地域環境

協議会を設置しており、市町村や事業者、NPOなどの民間団体、地域の皆さんと一緒に、意識

作りを行うイベント等を行っています。 

●○環境指導課/環境課環境指導係○● 

 環境指導課/環境課環境指導係では、大気･水･土壌環境の保全や廃棄物の適正処理の推進に

関する業務を行っています。 

 

 大気･水･土壌環境の保全業務では、関係法令に基づく申請･届出の審査･指導や立入検査等

を行っています。また、定期的に河川、地下水、海水浴場等の水質検査や土壌環境調査等を

行っています。 

 

 廃棄物関係の業務では、関係法令に基づく申請･届出の審査･指導や立入検査･パトロール等

を行っています。 

 

 また、河川の油流出事故や不法投棄の通報に関する現地調査･対応等を行っています。 
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【試験区分と業務の関係】 

 

 このパンフレットでご紹介している化学職は、福岡県職員採用試験の専門職

（技術系職員）の１区分ですが、研究を行う研究職員とは異なり、主として行政

事務を担います。 

  

 研究職員として勤務するには、化学職の「競争試験」とは異なる試験区分であ

る「選考試験」に合格する必要があります。研究職員は、主として県の研究機関

である福岡県保健環境研究所に配属されます。 

 

 詳しくは試験案内をチェック↓ 

  https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/saiyo.html 



 

 

 

２．とある若手職員の業務日誌
ビジネスレポート

 

こぼれ話： 

 環境保全課には、私が所属している大気係のほか、調査指導係、地球温暖化対策係、水質係、土壌係

があり、それぞれで福岡県民の健康・生活環境を守っています。 

 正直、現在担当している規制関連業務は感謝されることは少ないです。しかし、私たちの仕事によ

り、県民の皆様が安心・安全な生活を送ることができていること、持続可能な経済・産業活動の発展の

ために、規制行政は、事業者さんにも県民の皆様にも貢献できる仕事であることにやりがいを感じてい

ます。 

 また、仕事だけでなくプライベートも充実させることができる職場環境だと思います。私はGWや夏季

休暇、年末年始等を利用してふらっと海外へ行ったり、土日祝には好きなことをして楽しんでいます。 

 

 

● ８：２０ 登庁： 

遠方のため電車通勤しています。 

● ８：３０ 業務開始： 

１日のスケジュールやメール、県内の大気常時監視測定局の測定

状況、他県の測定データや予測情報などの確認を行います。大気

環境は天候や風向き等に影響されるため、毎日の情報の把握が必

須です。 

● １０：００ 出張： 

大気常時監視測定局のない地域における大気環境を測定するた

め、県の研究所の職員と一緒に移動大気測定車（通称さわやか

号）を設置しに行きます。 

● １２：００ 昼休み： 

出張時は、県内各地のご当地ものを食べることが多いです。この

日はとんかつを食べました。福岡県には美味しいものが多いで

す。 

● １３：３０ 帰庁： 

報告書の作成を行います。 

● １５：００ 協議： 

県の研究所職員と下期の業務について打ち合わせを行います。実

際の測定業務は主に研究所の職員が行うため、専門知識が豊富な

職員から様々なアドバイスをもらい、今後の業務に役立てます。 

● １７：３０ 退庁： 

電車にて帰宅。帰宅後の愛犬との散歩が毎日の楽しみです＾＾ 

また、時々職場の同期等と会い色んな話で盛り上がります。 

近藤 愛里  
入庁４年目 

所属 環境部環境保全課  
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自己紹介 

  

 お隣の県で生まれ育ちましたが、国際協力等幅広い仕事ができそうだなと思い、福

岡県を志望しました。入庁後環境保全課に配属され、現在４年目です。 

担当業務  PM2.5や光化学オキシダント等の大気汚染物質の監視や、建築物等の解体の際のア

スベスト飛散防止対策など、福岡県民の健康・生活環境を保護するため、大気環境の

監視・保全に取り組んでいます。 



 

 

自己紹介 

  

 元々は製造業で働いていましたが、学生時代を過ごした福岡に貢献したいと思い、

転職しました。  

担当業務  リサイクル原料で製造された建設資材を「福岡県認定リサイクル製品」として認定

し、リサイクル産業の促進をしています。 

 また、先進的な産業廃棄物リサイクル施設の整備に対する補助金を交付していま

す。  

 

 

● ８：２０ 登庁： 

 

● ８：３０ 業務開始： 

今日の業務内容を把握し、メールの確認、リサイクルに関する専

門紙のチェックをします。 

● ９：００ リサイクル製品認定制度の打ち合わせ： 

認定する製品の品目追加や優良な業者さんのPR手段などについて

協議します。 

工事業者さんに制度を知ってもらい製品を活用してもらうことで

リサイクル効果を高めます。 

● １０：００ 打ち合わせの記録作成： 

上司からいただいたアドバイスを記録し、制度のブラッシュアッ

プに役立てます。 

● １２：００ 昼休み： 

 

● １３：００ 補助金の審査委員会： 

リサイクル施設を整備するための補助金を交付する事業者さんを

決める審査委員会を開催します。審査委員には大学教授や中小企

業診断士など様々な知識･経験をお持ちの方に就任いただいてい

ます。 

● １６：００ 審査委員会の結果集計： 

審査結果を事業者さんに通知する準備をします。 

● １８：００ 退庁： 

帰宅後は子供のお世話に全力投球！動物が好きなので、休日は動

物園によく行きます。 

こぼれ話： 

 様々な法律に触れる機会が多いことが印象的でした。特にリサイクルは食品廃棄物や容器包装、家電

など、品目ごとに法律があることを初めて知りました。 
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大内 隆弘  
入庁３年目 

所属 環境部循環型社会推進課  



 

 

 

 

こぼれ話： 

 化学系の職種ということで、環境保全業務がメインになると思っていましたが、いざ入庁してみる

と、廃棄物の業務もあり驚きました。 

 また、出先の業務では、外に出ることが多いので、地元の観光地や食事に詳しくなりました。 
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● ８：００ 登庁： 

車通勤のため、渋滞に巻き込まれないよう早めに出勤していま

す。 

● ８：３０ 業務開始： 

メールチェックと現場立入（出張）の準備を行います。 

● ９：３０ 出張（不法投棄現場の監視）： 

ドローンにて、不法投棄現場を上空から撮影しました。 

● １０：４５ 出張（産業廃棄物処分業者の監視）： 

管内の許可業者へ定期的に立入を行い、法律違反をしていないか

確認します。主に、業者が受け入れた産業廃棄物の保管量が、法

律で定められた量以下となっているか確認します。 

● １１：３０ データ解析： 

撮影した写真を合成しました。専用ソフトにて、自動的に合成さ

れます。（３時間程度） 

● １２：００ 昼休み： 

 

● １３：００ 立入レポート作成： 

午前中の立入結果について、レポートを作成します。 

● １５：００ 画像の確認： 

ドローンの撮影画像（合成後）をレポート用に加工し、レポート

とともに課内で回覧します。 

● １７：２０ 退庁： 

子供のお迎え→夕食→風呂→就寝までノンストップで動き回りま

す。時々、職場や同僚と飲みに行きます。 

自己紹介 

  

 民間企業の研究職から転職しました。関東出身ですが、福岡県は今後ますます発展

すると思い、移住しました。 

担当業務  産業廃棄物に関する業務です。産業廃棄物処分業を行う場合、県の許可が必要で

す。許可業者が適正に業務を行っているか、監視･指導しています。 

城戸 晴香  
入庁４年目 

所属 嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所  



 

 

 

自己紹介 

  

 福岡県で生まれ育ち、地元に貢献できる仕事がしたいと思ったため福岡県を志望し

ました。 

担当業務  浄化槽と温泉に関する申請・届出の審査や現地確認等の業務を担当しています。ま

た、環境啓発に関する業務として、課全体で地域の環境フェアに参加することや、今

回紹介しているような水辺教室を開催することもあります。 

 
● ８：２０ 登庁： 

電車で通勤しています。 

● ８：３０ 業務開始： 

メールチェックを行い、当日行う業務の確認をします。この日は

水辺教室のため、その準備を行い、現場へ向かいます。 

● ９：３０ 水辺教室： 

小学生を対象とした水辺教室を開催し、身近な川に住む生き物の

観察をとおして、生物多様性や浄化槽の役割等について啓発を行

います。 

● １２：００ 昼休み： 

近隣の飲食店や庁舎内の食堂で食事をします。最近は庁舎近くの

手打ちうどん店に行くことが多いです。 

● １３：００ 窓口対応： 

浄化槽の設置に関する相談や届出の受付を行います。 

● １５：００ 書類作成： 

受け付けた浄化槽の書類について審査を行い、決裁書類の作成を

行います。 

● １６：００ 打ち合わせ： 

翌日に立入を行う温泉施設の確認すべき事項について、上司と打

ち合わせを行います。 

● １７：３０ 退庁： 

通勤に使う沿線は美味しい飲食店が多いため途中下車して食べ歩

くことも･･･。 

こぼれ話： 

 化学職という職種についてですが、身近な環境に関わる業務のため、事業者や住民の方、その他色々

な方と対話することが多いです。そのため、人と話すことが好きな方に向いている職種だと感じます。 

 また、入庁した後に驚いたことは、環境関連の法令が複雑であることです。事業者に対する指導、住

民の方への説明の際は、法令を正しく理解しておかなければならないため、日々の業務を通じて法令の

知識を身につけていく必要があります。 
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松尾 和宣  
入庁９年目 

所属 筑紫保健福祉環境事務所 



 

 

３．化学職のバックグラウンド 

 化学職の新規採用者は、新卒から転職者まで様々なバックグラウンドを

持っています。 

 ここでは、参考情報として、大学の所属学部や前職経験に関するアンケー

ト調査結果を御紹介します。 

（回答者数 ５２名） 

１．取得学位 

２．学部系統 

３．学科・専攻等 

注：修士課程中退者は学士取得者に、博士課程中退者は修士取得者に含まれます。 

４．前職経験 

メーカーの技術職・研究職、公務員、教育関係など １６名  

年度 採用予定数 受験者数 最終合格者数 倍率 

令和 ４年度 ５ ２０ ６ ３．３ 

令和 ３年度 ３ １４ ４ ３．５ 

令和 ２年度 ２ ２４ ２ １２．０ 

令和 元年度 ６ １３ ６ ２．２ 

平成３０年度 ２ １８ ２ ９．０ 

＜参考＞最近の試験実施結果 

化学系、生物系、物質･材料系など 
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学士 修士 博士 

２３名 ２９名 ０名 

理学系 工学系 農学系 

２５名 ２６名 １名 



 

 

４．化学職のキャリアパス 

 新規採用者は本庁、出先機関のいずれにも配属される可能性があります

が、その後５年以内に最初の人事異動があります。また、採用後１０年程度

のうちに一度は本庁勤務を経験する人事異動が基本とされています。 

 昇任のイメージは以下のとおりです。 

部
長 

 

▶ 

 

次
長 

 
 

▶ 
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長 
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術
主
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主
任
技
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▶ 

 
 
 
 

 
 
 

技
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求められる役割のイメージ 

 

・部長 

・県政全体の方向性を見通し、部局を横断する課題や

目標を設定し、その達成に全力で取り組む 

 

・課長 

 ・所属の責任者としての挑戦的な取組 

 ・組織の統率 

 

・係長 

 ・係の事務の責任者として積極的な取組 

 ・係員の育成 

 

・技術主査 

 ・係長の補佐として係の事務のとりまとめ 

 

・技師・主任技師 

 ・業務目的と自分の役割の認識 

 ・所属職員との協調、連携 

 ・的確な事務処理と専門的能力の発揮 

 

 



 

 

野中 朱里 

宗像・遠賀保健福祉環境事務所 

環境指導課 

令和４年４月入庁 

●自己紹介をお願いします 

 

 野中朱里と申します。 生まれも育ちも福岡の生粋の福岡県民です！最近は実家で飼って

いる猫を愛でることが生きがいです。 

 

 

●現在担当している業務の内容を教えてください 

 

 現在、私は宗像市にある宗像・遠賀保健福祉環境事務所、環境指導課に所属しています。

業務の内容は福津市、宗像市における産業廃棄物処分業許可手続きに関することや、不適正

処理業者への指導等を行っています。具体的には許可申請書類などの確認や、実際に廃棄物

処分場で立入調査を行います。また、不法投棄現場や不法焼却の現場に行き、行為者に対し

指導を行います。廃棄物の量、性状などを確認するためにドローンを飛ばし、上空から撮影

することもあります。 

 

 

 

●化学職として県に就職して驚いたこと、想像と違っていたことを教えてください 

 

 化学職として就職して感じたことは、想像よりも法律をしっかり勉強しなくてはいけない

ということです。県職員として就職するからにはある程度法律を勉強するものだとは思って

いましたが、化学職だしそこまで使わないだろうと思っていました。実際はその逆で、ほと

んどが廃棄物に関する法律と規則を基に仕事をしています。大学時代は工学部で法律に触れ

もしなかったため、最初は法律を読まなくてはいけないのに全く頭に入って来ずに苦労しま

した。 
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５．入庁１年目職員のあれこれ 



 

 

●職場の雰囲気や先輩職員との関係について教えてください 

 

 みなさんとてもやさしくて過ごしやすい職場です。自分の業務の内容で知識がなく右往左

往していたときも先輩や上司の方々がやさしく教えてくださいました。ただ助言をいただけ

るだけでなく、法令や調べ方、考え方も教えていただけたので、自身が似たような事例に出

くわした時にも対処できるようになりました。また、休憩時間には、仕事だけでなくプライ

ベートの相談や趣味の話をすることがあり、毎日楽しく仕事しています。 

 

 

●志望動機や採用試験を受けるまでの経緯を教えてください 

 

 学生の頃から環境について興味があり、就職活動の際に環境に関する仕事を志望していたの

ですが、民間ではなかなか見つかりませんでした。そんな時に福岡県の化学職の存在を知

り、採用試験を受けてみようと思いました。あと、一番は、福岡が住みやすく福岡で就職し

たいと思っていたからです。 
 

 

●担当業務において、こんな経験が役に立った、こういう技能が役に立っているといった点

があれば教えてください 

 

 大学では化学を専攻していたのですが、大学で得た知識はほとんど使っていません。しか

し、化学の基礎知識のおかげで業務がスムーズにいくこともあったため、学生時代に学んだ

知識は無駄ではないと思いました。また、私の業務では県民、事業者の方々と対話すること

が多いのでアルバイトや部活で経験した様々な方とのコミュニケーションが役に立っている

と思います。 

 

 

●仕事の中でやりがいを感じる点や就職して良かったと感じる点を教えてください 

 

自分が受け持った不適正処理事案において、少しでも改善していくことにやりがいを感じま

す。廃棄物を適正に処理するように指導するのは地道な業務でうまくいかないことも多いで

すが、福岡県の生活環境の保全に少しでも貢献できていると思っています。 

 

 

●最後に、受験生へのメッセージをお願いします。 

 

大変なことも多いですが、福岡県の環境保全に貢献できるやりがいのある仕事です。民間

の企業と比べて試験勉強があり苦労することも多いと思いますが、頑張ってください。 
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髙倉 新平 

北筑後保健福祉環境事務所 

環境課環境指導係 

令和４年４月入庁 
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●自己紹介をお願いします 

 

 こんにちは！髙倉新平と申します。福岡県出身です。京都郡苅田町→福岡市→久留米市と

過ごしています。大学院修士修了後に福岡県庁に入庁しました。宜しくお願いします。 

 

 

●現在担当している業務の内容を教えてください 

 

 所属は久留米市にある北筑後保健福祉環境事務所の環境課環境指導係です。環境保全（公

害防止）業務に従事しています。具体的には、水質関係では、工業・事業場の排水処理に関

する立入検査や指導、河川水、地下水のサンプリングを行っています。苦情対応や、油流出

事故では、現場に駆け付け、原因究明や必要に応じて事業者に対し指導を行うこともありま

す。また、大気関係では、工場の排ガスに関する立入検査や、ダイオキシン類に係る環境調

査、解体現場の立入検査等を行っています。直近では、大気汚染防止法の改正で、解体時の

アスベスト飛散対策が強化され、解体事業者に対して、法改正の周知や、違反事項がないか

立入検査を行っています。その他、各種法律（水質汚濁防止法、大気汚染防止法、土壌汚染

対策法…）や条例に基づく届出審査も担当しています。環境分野は関係法令が多く大変で

す。  

 

 

●化学職として県に就職して驚いたこと、想像と違っていたことを教えてください 

 

 デスクワークが多いのかと思っていましたが、想像以上に現場に出ることが多く、臨機応

変な対応が求められます。デスクワークの日もありますが、平均して週に1,2日は外に出てい

ます。特に工場や事業場の立入が多く、工場長さんや社長さんと応対することもあります。

立入時には、排水・排ガス処理施設の状況を見聞きし、検査結果や状況に応じて指導を行っ

ています。 
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●職場の雰囲気や先輩職員との関係について教えてください 

 

 職場は久留米総合庁舎内にあり、県の総合庁舎の中でも比較的新しいので、綺麗な建物で

業務ができています。先輩職員は、ベテランの化学職の方が多く、分からない際には助けて

くださいます。特に環境分野は一人では解決できない事案が多いため、周りのサポートはあ

りがたいです。職場には、幅広い年代の方が勤務しており、化学職の他にも事務職、薬剤師

等の方が在籍しています。さまざまな職種の方と一緒に仕事をすることができることも魅力

だと思います。他の保健福祉環境事務所では獣医師の方も在籍しているそうです。 

 

 

●志望動機や採用試験を受けるまでの経緯を教えてください 

 

 研究室では、物理化学系の研究室で溶液のシミュレーション計算をしていました。直接環境

分野を勉強していたわけでないですが、広く県民のためになる仕事を探し、この仕事を選び

ました。一番は、福岡県内で仕事をしたかったということもあります。 
 

 

●担当業務において、こんな経験が役に立った、こういう技能が役に立っているといった点

があれば教えてください 

 

 業務では、相手に対して、正確に説明したり、説得したりする場面が多いです。その際は、

大学時代の研究室やサークル活動の経験が生きることもあります。 

 また、基礎的な化学の知識は業務に役に立っています。例えば、状態が悪化した排水処理

施設への指導の際、処理施設の原理の理解や、連携して業務にあたっている県の検査技師、

研究員の方が分析した、検体分析結果の理解が進みやすく、その後の指導に役立ちました。

また、ちょっとしたことですが、書類の審査や作成時に化学物質名をよく見るので、頭の整

理がつきやすかったです。 

 

 

●仕事の中でやりがいを感じる点や就職して良かったと感じる点を教えてください 

 

今の仕事は、周辺環境に対してマイナスなものをゼロに近づけるよう事業者に課す仕事だと

思います。直接、感謝を言われることは少ないですが、周辺環境を良くするために、意義の

ある仕事だと感じます。排水に関する苦情事案では、上司の助けもあり、原因究明や、事業

者への指導の結果、運良く状況が快方していきました。その際は、やりがいを感じました。  

 

●最後に、受験生へのメッセージをお願いします。 

 

少しでも、福岡県の環境保全に関心のある方、県職員の仕事に興味のある方は、是非応募

してみてください！  



 

 

●これまでの県職員経験で得たもの● 

 

県では、若い頃は３年から５年で異動しいろいろな職場を経験します。私も本庁と出先を

行ったり来たりしながら５回の本庁勤務と出先機関である６か所の保健所（保健福祉環境事

務所）、そして外郭団体を経験しました。 

３０代半ばで、２度目の本庁環境保全課勤務になったとき、水質係で閉鎖性水域の環境基

準の類型指定を担当しました。上司や先輩の指導のもと、民間の調査会社に業務委託し、関

係機関と協議し、庁内会議を開催し、環境審議会で答申をもらい、告示まで終わった時には

達成感を感じました。これをきっかけに、主体的に仕事に関わるようになったと思います。 

次に勤務した本庁循環型社会推進課では、「リサイクル施設整備補助金」や「リサイクル

製品認定制度」の創設に携わりました。他県の制度の運用状況を調べ、専門家の先生方の意

見を踏まえながら制度設計を行うなど、毎日夜遅くまで仕事をしていた記憶があります。 

また、平成２１年度から２２年度にかけて久留米市内にある北筑後保健福祉環境事務所で

地域環境係長として勤務したときには、小郡市の三沢遺跡周辺で自然共生事業に取り組みま

した。今でこそ「生物多様性」という言葉はある程度認知されるようになりましたが、当時

はまだあまり知られておらず、県の保健環境研究所環境生物課の全面的なバックアップのも

と、地元で自然保護活動をされているグループの方たちと一緒にワークショップや自然観察

会を企画し、どんぐりの苗を育てて植樹も行いました。この時には、立場の違う人たちとも

合意点を探り、意見の違いを乗り越えて協同して事業を行うという経験をしました。 

平成２９年度から３年間、副センター長として勤務した北九州市内にある外郭団体のリサ

イクル総合研究事業化センター（通称「リ総研（りそうけん）」）では、民間企業出身の

コーディネーターたちと一緒に、企業の方と同じ方向を向いて仕事をするという貴重な経験

をさせていただきました。 

このように、規制行政から企業支援や啓発事業まで多様な仕事を経験させていただきまし

た。これらの経験の中で視野を広げ、気づきがあり、様々な立場の方と仕事をする面白さも

知り、今の私の財産となっていると感じます。 
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環境保全課長 

 髙橋 洋子  
 昭和63年 入庁 

 平成29年（公財）リサイクル総合研究事業化センター 

      副センター長  

 令和2年 環境部環境保全課長 

 （現 環境部循環型社会推進課長） 

６．先輩職員の軌跡
あ ゆ み

 



 

 

 

 

●脱炭素社会に向けて● 

 

令和２年４月からは課長として環境保全課に勤務しています。時代とともに環境に関する

主要テーマも変わっていきます。所管業務の一つである気候変動対策はまさに今大きく動い

ています。脱炭素社会の構築に向けて気候変動対策の強化を強く打ち出すため、福岡県地球

温暖化対策実行計画の改定を行っています。同時進行で、県の率先取組みや中小企業の省エ

ネ設備導入支援など必要な施策の立案と予算要求を行っています。職員みんなで議論しなが

ら事業を組み立てる日々が続いています。  

 

 

 

●受験者の皆さんへ● 

 

私が採用されたころは、公害担当職員として化学職が２１か所の保健所（当時）に1名ず

つ配置されたばかりでした。私の配属が決まった保健所では、「環境の仕事は女性には務ま

らないのではないか」との心配の声があったそうです。今では多くの女性が環境の仕事に携

わっていますが、当時は化学職の女性の先輩はたった二人でした。 

そのような中、右も左もわからない私のために職場の上司や同僚、特に化学職の先輩方が

何かと世話を焼いてくださり、その後も技術系職員としての範を示してくださいました。こ

の暖かい支えがあったからこそ、今まで頑張ってこられたと思っています。 

近年、若い人たちが気候変動問題に関心を持ち、行動を起こしています。自らの未来に関

わることだからです。気候変動に限らず環境問題はどれも身近な私たちの問題です。 

あなたの未来をつくるために、化学職の仲間と一緒に働きませんか？ 

福岡県はあなたの力を必要としています！ 
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●県職員採用からこれまでのこと● 

 

 私が福岡県職員（化学職）として採用され、最初に赴任したのは、当時田川市内にあった田

川保健所で、主に公害業務に携わっていました。 

 公害業務といってもあまりピンと来ないかもしれませんが、工場や事業場からの排水や排ガ

スの規制を始めとして騒音、振動、悪臭の防止など、県民の皆様の生活環境を保全する大変重

要な仕事で、やりがいを感じていました。しかし、県民の皆様から様々な苦情も寄せられ、市

町村の職員の方々と一緒に現地へ赴き、状況を確認するとともに、原因者に指導や協力要請し

たりして問題を解決することも多々ありました。  

出先機関に在籍していたときは、直接、県民・事業者の方々と対応することが業務の中心で

したが、本庁に異動し、環境政策課で技術主査の時に、福岡県環境総合基本計画の策定や福岡

県地球温暖化対策実行計画の策定にかかわりました。 

その後、下水道公社に出向して下水道の管理業務に3年間従事し、監視指導課で企画主査・

企画主幹として不適正処理現場の改善等に取り組み、環境保全課で課長技術補佐として大気、

水質、土壌汚染対策等に従事しました。環境政策課の企画広報監の時には、環境部内の企画調

整や、中国・タイ等の国々に出張して本県の環境技術の活用支援も行いました。 

 

 

●印象に残っている案件● 

 

監視指導課に企画主査、企画主幹として在籍していた頃、産業廃棄物処理業者が多量の廃棄

物を場内に放置し飛散流出するおそれがあったため、原因の処理業者に対して放置廃棄物を撤

去するよう行政処分（措置命令）を行った案件がありました。しかし現場の改善は遅々として

進まなかったため、原因の処理業者への指導を継続するとともに、排出事業者や土地所有者に

も法的な責任を説明し、粘り強く撤去の協力要請を行い、何とか片づけることができました。

それまでは、措置命令が履行されない場合は、県が代執行を行っていましたので、違う方法で

現場を改善することができた案件として、印象に残っています。  
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監視指導課長 

 吉川 泰彰  
  昭和63年 入庁 

  平成31年 環境部環境政策課企画広報監 

  令和 3年 環境部監視指導課長 

  （現 環境部環境保全課長） 



 

 

●不適正処理防止のハードとソフトの充実● 

 

 現在、監視指導課で、産業廃棄物の適正処理を推進するために、産業廃棄物を排出する事

業者や、産業廃棄物を処理する許可業者に対する監視指導を行っています。 

 事業者への監視・指導は、これまで職員が定期的に事業場へ立入りし、目視・聞き取り等

により、不適正処理がないかどうかを確認していましたが、2018年度からICTを活用した監視

指導の強化を進めており、赤外線カメラを搭載したドローンによる上空からの撮影や、遠隔

操作が可能な監視カメラを設置し、執務室でオンライン監視するなど高度化・効率化してき

ました。 

 今後も監視に利用できる機材の充実と、それを活用して的確に業者を指導できる人材の育

成（職員のスキルアップ）に力を入れています。   

 

 

●受験者の皆さんへ● 

 

以前は、環境行政を推進することは、経済発展を妨げるものと考えられてきましたが、近

年、SDGｓという言葉が広く社会に浸透し始め、環境を保全することと経済を発展させること

は必ずしも相反するものではなく、同時に達成できる目標であると考えられています。 

本県でも、福岡県環境総合基本計画において、「環境と経済の好循環を実現する持続可能な

社会」の構築を目指して、地球温暖化問題、プラスチックごみ問題、生物多様性の悪化等の

解消に向けて取り組んで行くこととしています。 

化学職は、その名称と異なり、日常業務において試験研究を行うわけではなく、一般的な事

務職の方々と同等に、行政マンとして、県民や事業者の方々と向き合い、諸問題を解決して

いくことになります。 

私たちと一緒に福岡県の環境をよりよくしたいと思われる方、是非ご応募をお待ちしていま

す。  
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７．主な配属先の位置図 
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宗像･遠賀保健福祉環境事務所  

  宗像市東郷１丁目２番１号 

  ＪＲ東郷駅から徒歩20分 

京築保健福祉環境事務所  

  行橋市中央１丁目２番１号 

  ＪＲ行橋駅から徒歩17分  

○福岡県庁○ 

 福岡市博多区東公園７－７ 

 地下鉄 馬出九大病院前から徒歩5分 

 ＪＲ吉塚駅から徒歩10分 

嘉穂･鞍手保健福祉環境事務所  

  飯塚市新立岩８－１ 

  ＪＲ新飯塚駅から徒歩15分 

南筑後保健福祉環境事務所  

 八女分庁舎 

  八女米市本村２５ 

  西鉄バス 福島バス停から徒歩7分 

  堀川バス 福島バス停から徒歩7分 

  堀川バス 日の出町バス停から徒歩5分 

北筑後保健福祉環境事務所  

 久留米分庁舎 

  久留米市合川町１６４２－１ 

  西鉄久留米駅から徒歩15分 

筑紫保健福祉環境事務所  

  大野城市白木原３丁目５番２５号 

  西鉄白木原駅から徒歩5分 



 

 

 

表紙と裏表紙に登場している福岡県のマスコットキャラクター 

「エコトン」のご紹介 

 

【プロフィール】 

 

特徴 福岡の名産であるとんこつラーメンをイメージしたどんぶりに「ＥＣＯ」の

ロゴ、しっぽがナルトで、白くてふわふわ 

 

誕生日 6月5日（環境の日） 

 

役職 福岡県広報部長(平成25年2月1日就任） 

 

好きな食べ物 あまおう、明太子 

 

好きな武将 黒田官兵衛 

 

趣味 福岡県産おいしい物の食べ歩き（おいしい物を食べ過ぎてこんな姿

に・・・） 

 

得意なこと 福岡のみんなを幸せな気持ちにすること（僕をみつけたら幸せになれ

るトン♪） 

 

家族構成 パパトン、エコトン、ヒメトン、ママトン（下のイラスト左から順に） 
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【福岡県職員 化学職志望者向けパンフレット】 

ー令和５年版ー 福岡県職員化学職って？ 
 

編集・発行 福岡県環境保全技術者の会 
 

福岡市博多区東公園７－７(福岡県庁) 

http://kangikai.sunnyday.jp/ 

 

電子版パンフレットは 

こちら！！↓ 


